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背景 
 ⽇常⽣活で営まれている相互⾏為は、その参与者たちが
他者のふるまいにあわせて、互いに⾃⾝のふるまいの形式
やタイミングを調整することで成り⽴っている。その中で
も、調理や⾷事といった相互⾏為が成り⽴つには、相互⾏
為の中で扱われる物のもつ特定の特徴を知覚し、⾏為者間
で共有する必要がある。 
 従来の会話分析研究（Mondada, 2019）は、ある物の知覚
的特徴に、参与者たちが等しくアクセスできることを前提
としつつ、彼らが知覚的特徴を共有し、利⽤するために⽤
いている相互⾏為のプラクティスを明らかにしてきた。し
かし、異なる参与者が同じ⾝体をもつことも、環境内の対
象をまったく同じ空間的位置から知覚することも、現実空
間における相互⾏為では不可能である。そのため、環境の
知覚的特徴を共有し、利⽤するプラクティスの探求は、上
述の前提をおかないかたちで進める必要がある。 
 そこで本研究では、「⾒えやすさ」「届きやすさ」「渡しや
すさ」といった、知覚的なアクセス可能性が参与者間で異
なっていると⾒込まれる相互⾏為として、⼿渡しを取り上
げた。そして、⼿渡しに際して、⼈々が⾃他の知覚的なアク
セス可能性を⽰しあうために⽤いているプラクティスを明
らかにすることを⽬的とした。 
 
方法とデータ 
 会話分析は、相互⾏為で参与者たちがおこなっているふ
るまいの、繰り返し⾒出される形式的特徴（どのような要
素が、どのようなタイミングで、どのように組み合わされ
ているのか）を質的に記述することで、発話や⾝体動作を
調整するときに参与者たちが⽤いているプラクティスを明
らかにすることを⽬指す分野と、その⽅法論である（Sidnell, 
2012）。本研究では、会話分析を⽤いて、公開データベース
である『⽇本語⽇常会話コーパス』に含まれる動画と著者
が独⾃に収録した動画から集めた事例を分析した。 

研究Ⅰ 
 研究Ⅰでは、視覚的指⽰について取り上げた。とくに「遮
蔽されている」物を指さすプラクティスについて明らかに
した。分析では、参与者の⾝体や環境内の物によって、指⽰
対象が「⾒えなく／⾒えにくく」なっている、３つの事例を
記述した。これらの事例について、事例１が先⾏研究の知
⾒を⽀持する⼀⽅で、事例２と事例３がそれを⽀持しない
ことを⽰した。考察では、事例から⾒出された形式的特徴
から、視覚的指⽰の組み⽴てにおいて参照されている原則
が「受け⼿に『指⽰者−受け⼿−指⽰対象の位置関係』が理
解できるように指⽰を組み⽴てよ」というものであること
を主張した。そして、「遮蔽されている」物を指さす（図１）
プラクティスにおいて、⾃他の「⾒えやすさ／⾒えにくさ」
の⽰しあいがなされていることを指摘した。これに基づい
て、参与者たちが、知覚的なアクセス可能性（研究Ⅰでは
「⾒えやすさ／⾒えにくさ」）を、⾝体−環境の関係として
⽰していることを論じた。 
 
研究Ⅱ 
 研究Ⅱでは、物を渡すことの要求について取り上げた。
とくに、ある⾝体動作（または⾝体動作とわずかな発話の
組み合わせ）を、渡すことの要求として組み⽴てるプラク
ティスについて明らかにした。分析では、まず、物に⼿を近
づける動作（指さしとリーチング）が、このようなプラクテ
ィスに寄与する可能性を指摘した（事例１、事例２）。そし
て、まずは⾔語を伴う事例において、当該の動作が、「⾃⾝
が物を取りに⾏くことができない何らかの理由があること
を⽰しつつ、限られた参与者による観察をとくに⾒込める
ような」組み⽴てでなされていることを⽰した（事例３）。
つぎに、参与者が同時に物を渡そうと⼿を動かしはじめる
現象（の⼀部）をこのプラクティスによって説明できるこ
とを⽰した（事例４）。さらに、このような組み⽴てがなさ
れると予測可能になった時点で、他者が物を渡そうと動き

図１ 「遮蔽されている」物（ビン）への指さし 



 

 
 

はじめることが適切になることを⽰した（事例５）。そして、
当該の組み⽴てで、物に⼿を近づける動作（図２）が産出さ
れたとき、⾔葉が伴わずとも、その動作が要求として理解
可能であることを⽰した（事例６）。 

考察では、事例から⾒出された形式的特徴から、「⾃⾝が物
を取りに⾏くことができない何らかの理由があることを⽰
しつつ、限られた参与者による観察をとくに⾒込めるよう
な」組み⽴てが、ある⾝体動作（または⾝体動作とわずかな
発話の組み合わせ）を、渡すことの要求として組み⽴てる
プラクティスであることを主張した。つぎに、知覚的なア
クセス可能性（研究Ⅱでは「届きやすさ／届きにくさ」）に
は、必ず参与者間で勾配が存在すること、そして、その勾配
が、相互⾏為を展開するために共有し、利⽤できる資源で
あることを論じた。 
 
研究Ⅲ 
 研究Ⅲでは、渡し⼿選択について取り上げた。とくに、要
求が特定の参与者に宛てられていないとき、渡し⼿を決め
るプラクティスについて明らかにした。分析では、まず、要
求が特定の参与者に宛てられていない事例（事例１）と、要
求の宛先が曖昧な事例（事例２）を取り上げた。これらの記
述から、（１）「物に届きやすい参与者が渡し⼿となれ」およ
び（２）「受け取り⼿に渡しやすい参与者が渡し⼿となれ」
という２つの原則を⽤いて、渡し⼿が決まっている可能性
を提⽰した。つぎに、複数の参与者が渡すことに関与する
事例（事例３、事例４）を取り上げ、両原則が、事例固有の
⽂脈にあわせて柔軟に⽤いられうることを⽰した。そして、
「届きやすさ」と「渡しやすさ」が曖昧な事例（事例５）に
ついて、参与者たちがそれらを明確化する（図３）ことで、

渡し⼿選択が両原則を⽤いて組織されていることを証拠⽴
てた。考察では、まず、「届きやすさ」と「渡しやすさ」を
⽤いた渡し⼿選択の組織が、⽂脈から⾃由かつ⽂脈に敏感
である、という性質をもつことを論じた。つぎに、ある知覚
的なアクセス可能性（研究Ⅲでは「届きやすさ」と「渡しや
すさ」）は、⾝体と環境に関わる多様な特性から構成されう
ること、相互⾏為の中で時々刻々と変化することを論じた。 
 
総合考察 
 総合考察では、「⾒えやすさ」「届きやすさ」「渡しやすさ」
といった、相互⾏為における知覚的なアクセス可能性をま
とめた「環境のアクセシビリティ」の概念を提案した。そし
いて、それを相互⾏為において共有し、利⽤するプラクテ
ィスについて、可能なかぎり⼀般的な特徴づけ（図４）を試
みた。 
 まず、環境のアクセシビリティが事実としては環境内に
無数に存在することを指摘した。そして、相互⾏為におい
ては、そのうちの特定のアクセシビリティが共有・利⽤す
べきものであるという理解を、ある参与者が⽰し、別の参
与者が承認することを通して、環境のアクセシビリティの
共有と利⽤が成り⽴っていることを論じた。さらに、その
ような共有と利⽤が、「⾒えやすい」者と「⾒えにくい」者
といった、参与者の順序付けを伴うことも論じた。また、ど
のアクセシビリティを、どのように⽰すかということが、
相互⾏為の状況と切り離せないことも述べた。 

 そして、環境のアクセシビリティを共有し、利⽤するプ
ラクティスを明らかにすることの⼈間科学的意義として、
それが「相互⾏為の中でなされる特定の⾝体⾏為にどのよ
うな能⼒が必要であり、それはどのような⾝体−環境の構
造によって可能になっていると⼈々が規範的に理解してい
るのか」を明らかにする取り組みであることを主張した。 
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 01   ⏤⣖: だからある意味で(0.6)もう(0.3)前か(あ)(.)= 

 02     : =⯖ῧさんよりもっと㸩前㸨の(0.2)†(0,2)‡ 

 ┤幸_gaze: -手元----------------->㸨-─-------------> 

 ⋹子_gaze: -⏤⣖------------------------------------> 

 ⋹子_head:                                 †-㢔き--> 

 ⏤⣖_gaze: -手元------------->㸩-─-----------------> 

       fig:                                        ‡㹟 

→03       : ▱事㸩なんかも(.)㸨全§㒊そ†:ゆ:ふ:に㸡し(h)て(h)た(h)の(h)か (h)な(h):‖って‡いう(h) 

 ┤幸_gaze: -------------------------->†-✵中-------------------------------------------->‡-─--> 

 ┤幸_hand:   㸩-指差─--->㸨-向─------------->㸡-引戻-----------------------------------------> 

 ⋹子_gaze: ---------------->㸨-不明------------------------------------------------------>‡-─--> 

 ⋹子_head: -------------------->§ 

 ⋹子_hand: -㢦に当てている--------------------------------------------------------------->‡-向─> 

 ⏤⣖_gaze: -─--------------------------------------------------------------------->‖-⋹子------> 

 ⏤⣖_hand: -手差─/撤㏥---->㸨-ホールド----------------------------------------------------------> 

    fig:                                       㸡㹠                               ‖㹡 

→04   ⏤⣖: (0.2)✸っ㸩た⪃え(.)㸨㉳きるよね 

 ┤幸_gaze: -─----------------------------> 

 ┤幸_hand: -ホールド---------->㸨-差出----> 

 ⋹子_gaze: ------------------->㸨-✵中----> 

 ⋹子_hand: -------->㸩-差出---------------> 

 05   ⋹子: う::   㸩ん 

 ┤幸_hand: -受Ώ->㸩-引戻-> 

 ⋹子_hand: -受Ώ->㸩-引戻-> 

(b) 03⾜┠㸡グ号時Ⅼ (c) 03⾜┠‖グ号時Ⅼ (a) 02⾜┠‡グ号時Ⅼ 
㸦受けΏされる─は◯位⨨㸧 

⋹子 

┤幸 
⏤⣖ 

図２ 物（皿）に手を近づける動作 

 図３ 他の参与者がより「届きやすい」位置に 
    物（座布団）を移動させる動作 

図４ 環境のアクセシビリティの共有とその利用 


